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  近年、室温で使用できる固体ナノ材料の単一光子光源の研究が盛んであり、様々なナノ材料

からなる光源が報告されている[1]。材料としては、コロイドドット（半導体ナノ粒子）、エピタキ

シャル成長した量子ドット、欠陥準位をもつワイドギャップ半導体、ナノチューブ、原子薄膜な

どが挙げられる。我々も近年、コロイドドットを使った単一光子光源の研究と、単一光子の純度

を決定するために必要となる強度相関計測技術の開発を進めている[2-4]。コロイドドットは、デ

ィスプレイやバイオイメージングにも利用される材料であり、低濃度に希釈してガラス基板上に

分散させるだけで、容易に単一光子光源を作成することができる。高性能な室温単一光子光源を

簡便な手法で作成し活用できれば、光量子情報処理・光量子計測など、光の量子性を利用した新

たな応用の開拓が大きく加速すると期待できる。 

コロイドドット単一光子光源が放出する単一光子の純度は、発光減衰曲線から一部の信号を

除去する「タイムゲート」をかけることにより、劇的に向上させることができる[3,4]。しかし、

従来の計測装置では、光検出器の雑音の影響や、ガラス基板が放出する光が混入する影響が除去

できず、向上した純度の値を正確に決定することが困難であった。 

今回我々は、従来の計測で使用してきた光検出器よりも雑音の少ない「超伝導ナノワイヤ単

一光子検出器（SSPD）」を導入し、コロイドドット単一光子光源の純度を計測した。試料には、

650 nm程度で発光するコロイドドット（CdSe/ZnS

ナノ粒子）を用いた。実験装置を一部改良し、ガラ

ス基板が放出する光の混入を減らした。図１に、今

回得られた強度相関のデータを示した（赤点）。得

られた強度相関計測データの時刻ゼロの値は 0.02

程度であり、これまでに我々が報告した値 [4]（0.04

程度）よりも小さくなった。雑音の少ない光検出器

を用いてタイムゲート強度相関計測を行う手法が、

コロイドドット単一光子光源の純度を決定する上

で効果的であることが明らかになった。 

本研究は、科研費(18K04902)の助成を受けて行

った。 
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図１：SSPD検出器を用いて計測した、コ

ロイドドット単一光子光源のタイムゲー

ト強度相関計測のデータ（赤点）。黒線は、

ガラス基板の放出する光の混入を考慮し

た計算結果。 
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